
昭和４１年横審第２２号 

機船第三永盛丸遭難事件 

 
言渡年月日 昭和４２年３月３０日 

審 判 庁 横浜地方海難審判庁（小松孝、鹿島寅三、太田垣虔甫、参審員生野熊一、依田啓二） 

理 事 官 中島幸松、鈴木正雄 

 
損 害 

海水船内に打込み沈没、乗組員中２名を除き船長以下３２名行方不明 

 

原 因 

異常な海象・気象 

 
主 文 

 本件遭難は、台風第２９号の予測困難な異常の発達による希有の荒天に遭遇したことに因って発生し

たものである。 

 
理 由 

（事実） 

船 種 船 名 機船第三永盛丸 

総 ト ン 数 １５９トン 

 

指定海難関係人 Ａ 

職 名 甲板員 

海 技 免 状 ない 

 
事件発生の年月日時刻及び場所 

昭和４０年１０月７日午前５時５分ごろ 

マリアナ諸島アグリガン島付近 

 
 本船は、鋼製漁船でかつを、さおづり漁業に従事する目的をもって船長Ｂ（乙種一等航海士免状受有）

以下３５名が乗り組み、重油６０トン、清水１４トン、氷３３トン、食糧１箇月分その他を載せ、船首

０．８１メートル船尾２．７７メートルの喫水で昭和４０年９月２６日午前８時戸田を発し、マリアナ

諸島付近の漁場に向かった。こえて３０日午後３時３０分台風第２８号を避けるため父島に寄せ、翌１

０月３日午後１１時４５分同地を発して機関を１時間１０海里ばかりの全速力にかけ続航し、魚群をさ

がしながら南下中、東カロリン諸島北方海上にあった熱帯低気圧が発達して台風第２９号となり、翌４

日午後７時「気象庁から午後３時台風第２９号が中心示度９９６ミリバールで北緯１２．７度東経１５

０．４度の地点にあって西に１０ノットで進行中」と強風警報が発表されたが、本船は、北緯２３度東



経１４２度付近にあり、マリアナ諸島付近に向かって探魚を続けた。翌５日午前７時までの気象庁の警

報では、同台風はほぼ北緯１３度の緯度線を西進中であったが、同日午後１時の強風警報は、台風が同

日午前９時北緯１３．９度東経１４８．８度の地点にあり、予想進路は西北西でアナタハン島とグアム

島間を通過すると、また、同日午後７時には午後３時の台風の中心位置が北緯１４．７度東軽経１４７．

５度と発表された。翌６日午前１時気象庁から５日午後９時の台風の中心示度が９９６ミリバールで北

緯１６．２度東経１４８度の地点にあり、北北西に１０ノットで進行中で、６日午後９時には、アグリ

ガン島付近と同島東北東方約１５０海里の地点間を通過する、最大風速４５ノット、半径２００海里以

内は風速３０ノット以上である旨の強風警報が発表され、予想に反し、台風の位置が北北東方に寄って

おり、今後の予想進路もいままでのものと著しく異なり、やがて北に進行し、アグリガン島の東方を離

れて通過するかも知れない状勢にあり、同日午前７時発表の強風警報によれば、台風が午前３時に北緯

１６．４度東経１４７．２度の地点にあって北西に１０ノットで進行中で明午前３時にアツソングソン

島の東北東方約１００海里の地点と同島の西南西方約１００海里の地点とを結ぶ線に達する旨が報ぜ

られ、これによると午後８時ごろアグリガン島の東西各１００海里以内を通過することとなるが、５日

午後９時及び６日午前３時の中心位置を比較すると台風はほぼ西微北に進行したことになり、アグリガ

ン島に近づかないようでもありまた、同台風より中心示度のはるかに低い台風第２８号を多数の船舶が

同島付近で避け得た例があったうえ、僚船もすでに同島に避泊しておったので、６日午前７時Ｂ船長は、

アグリガン島の北方１２海里ばかりのところでＣ漁業協同組合あて同島に避泊する旨を打電してこれ

に向かい、同９時ごろ同島南西岸沖にいたり漂泊した。そのころ付近には他船数隻が漂泊しており、天

候は曇で北東の和風が吹いていた。その後、同台風は北西に進行し、同日正午アグリガン島付近では北

東の雄風となり、気圧１，０００ミリバールを示し、同日午後１時気象庁から「午前９時台風が中心示

度９９０ミリバールで北緯１６．９度東経１４６．７度の地点にあって北西に１０ノットで進行中、最

大風速６０ノット」と暴風警報が発表され、アグリガン島の西方４、５０海里を通過する様相となった

が、もはや風浪をおかしてその中心から遠ざかることは困難であり、機関室天窓、通風筒、甲板室出入

口を閉鎖し、甲板上の移動物を固縛して荒天準備を行ない、海錨を使用することなく、船首を風向に立

てて漂ちゅうした。その後、台風は、予想に反し、午後３時まで西進し、北緯１６．９度東経１４５．

８度の地点に達して北に進行しはじめ、中心示度は急速に下降して翌７日午前３時９１４ミリバールと

なり、アグリガン島の南方１０キロメートルのところに達し、本船付近では、北東の全強風となってな

おも増勢しつづけ、同時４０分台風は、アグリガン島付近を通過した。同時３０分ごろ自室で睡眠中の

指定海難関係人Ａは、天井の給気口から海水が吹き出したので目覚め、急ぎ昇橋したところ、Ｂ船長が

船首を風に立てて操船中であった。その後、風は一段と強まってレーダのスキャナーの回転がとまり、

船首が急に風下に落されて左転し、右舵をとり、機関を全速力前進にかけ、風に立てようとしているう

ち、同５時３分ごろ船首が北西方を向き、強烈な風浪を右舷側から受け、大量の海水が船内に打ち込み、

船体は左舷側に大傾斜して復原せず、次第に沈下しはじめ、危険となり、Ｂ船長は緊急信号を発すると

ともに乗組員全員にゴムボートで退船するよう命じ、救難信号を発する暇なく、同時５分本船は、アグ

リガン島のほぼ南南西（磁針方位）１海里２分の１ばかりのところにおいて横転沈没し、乗組全員は海

中に投げ出された。当時天候は雨で北東の颶風が吹き異常な大波が立ち、潮候はほぼ高潮時であった。

その後、漂流中のＡ指定海難関係人及び甲板員Ｄは、第二十二大鵬丸に、また、機関員Ｅは、第八貫徹

丸にそれぞれ救助されたが、Ｂ船長以下３２名は、多数の船舶及び航空機のほぼ一箇月間にわたる捜索



も効なく、行方不明となり、のち、死亡と認定された。 

 
（原因判断） 

本件遭難は、海難審判法第２条第１号及び第２号に該当し、第三永盛丸が、アナタハン島付近の海上

を西進する模様の比較的勢力が弱かった台風第２９号をアグリガン島の島陰で避泊中、同台風が同島に

近づくにいたり、予想することが困難な異常の発達をして泊地に希有の荒天をもたらしたことに因って

発生したものである。船長Ｂが、台風を避けるため、漂ちゅうする場合、海錨を使用して船首を風に立

てて風浪を凌ぐことが望ましかった。 

 
（法令の適用） 

指定海難関係人Ａの所為は、本件発生の原因とならない。 

 
よって主文のとおり裁決する。 


